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Abstract : The purpose of this paper is to discuss strictly income distribution in Japan. Measuring the de-
gree of inequality from 1980 to 2010 by the way of the Theil index calculated from decile ranking data in
the Family Income and Expenditure Survey of the Management and Coordination Agency, and decomposing
the Theil index into the following four factors ; income difference within younger age group, within middle
age group, and within older age group, and income difference between these age groups, we obtain the fol-
lowing results. First, income inequality calculated by the data of total age group grows gently from the 2000
s. Secondly, this trend of growing in income inequality is strongly effected by the income difference within
middle age group. Thirdly, almost trend of income inequality until 1990s is explained by income share factor
including population effects. However, almost tendency of income inequality from 2000 is explained by in-
come inequality within middle group.
Also, we calculate the income inequality over the life-cycle using birth-cohort data defined by each 5-year
age band. It is found that there is little difference in tendency of the income inequality over the life-cycle be-
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年に 0.095を超え，2002年には 0.098に達し，2003～05年にかけては一時的に 0.095レベルに低下するが，2006
年には過去最高の 0.1をわずかではあるが超えるところまで上昇し，2010年でも 0.96を記録している。このよう
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他方，グループ内格差要因のうち，全体の不平等化傾向に強く貢献しているのはやはり壮年層（40～64歳）で
ある。壮年層のグループ内格差要因の貢献度は，1980年代前半には平均 54.5％であったが，その後は緩やかに増
大傾向を示し，80年代後半には平均 57.7％に，90年代には平均 62.1％，2000年代前半には 63.3％，同後半には
平均 65.9％にまで達している。
この要因変化の内訳をみると，壮年層の所得シェアも団塊世代の人口規模と所得との変化を反映して，80年代













































































































































































































































































































































































































































































































あるが，全体の不平等化に対する貢献度は，表 1に示したように 1980年の 27.6％から傾向的には低下し，2010
図 2 年齢層別タイル尺度



















から 60～64歳の 0.11へと，年齢とともに所得分布の不平等度は拡大していくが，65歳以上になると 0.098へと
逆に縮小している。これは，65歳以上で働いている人の多くは退職後に再就職した人たちであり，現役時ほど賃
金格差は生じないためと考えられる。また，不平等度の拡大の幅が大きくなるのは 50代以降であり，タイル尺度
は 50～54歳から 55～59歳にかけて 0.016, 55～59歳から 60～64歳にかけて 0.017それぞれ上昇している。
1950年生まれ世代（2010年時点で 60歳）でも，30～34歳の 0.055から 60～64歳の 0.106へと，年齢とともに
所得分布の不平等度は拡大している。また，不平等度の拡大の幅が大きいのは，やはり 50代以降であり，50～54
歳から 55～59歳にかけて 0.014, 55～59歳から 60～64歳にかけて 0.013それぞれ上昇している。1955年生まれ世
代（2010年時点で 55歳）では，25～29歳の 0.073から 30～34歳の 0.061へと，若年時の不平等度は 0.012減少
しているが，その後は 30～34歳の 0.061から 55～59歳の 0.011へと不平等度は一貫して拡大している。また，50
～54歳から 55～59歳にかけてのタイル尺度の上昇幅は 0.014であり，他の年齢に比べて大きい。






歳から 40～44歳にかけてのタイル尺度の上昇幅が 0.012と比較的大きい。1970年生まれ世代（2010年時点で 40
歳）では，不平等度は 25～29歳の 0.066から 40～44歳の 0.081へと年齢とともに拡大しており，特に 35～39歳
から 40～44歳にかけてのタイル尺度の上昇幅が 0.011と大きい。
最後に，1975年生まれ世代（2010年時点で 35歳）と 1980年生まれ世代（2010年時点で 30歳）では，前者で
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